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ボスニア・ヘルツェゴビナ（ＢＨ）情勢月報（２０２６年３月分） 

２０２６年３月 

在ボスニア・ヘルツェゴビナ日本国大使館 
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１．国内情勢 

（１）国家レベル 

●ＢＨ独立記念日（１日） 

 １日、ＢＨ独立記念日（１９９２年３月１日、Ｂ

Ｈの独立に関する国民投票が実施された日）

を迎え、コムシッチＢＨ大統領評議会議長（ク

ロアチア系）及びベチロビッチ大統領評議会ボ

シュニャク系メンバーによる国旗称揚が行わ

れ、夜には記念レセプションが開催された。同

議長は、帝国や多様な国家形態を経験してき

たボスニア人の生活は常にそのような枠組み

の外側で存続してきたと述べ、自分がボスニ

ア人と言うとき、それはイスラム教徒、カトリッ

ク教徒、正教徒が同時に、共に断食を行うよう

な人々のことであると語った（ラマダーン中）。 

●ベチロビッチＢＨ大統領評議会議長の就任

（１６日） 

 １６日、ＢＨ大統領評議会議長（国家元首に

相当）がコムシッチ同クロアチア系メンバーか

らベチロビッチ同ボシュニャク・メンバーに交代

した。同議長職は、ＢＨ憲法に基づき３名によ

る８ヶ月ごとの交代制となっているが、本年１０

月初旬に実施予定の総選挙で新しいＢＨ大統

領評議会メンバーが選出される。 

●ＢＨ総選挙の新技術機材の調達先をスマー

トマティック社に決定（１９日） 

 １９日、ＢＨ中央選挙管理委員会（ＣＥＣ）は、

選挙の新技術導入の落札企業を米国の

Smartmatic 社に決定し、受注額はおよそ７４０

０万ＫＭとした。３１日に、計３社により、当該Ｃ

ＥＣ決定に対する異議申し立てが提出され、

今後３０日以内に最終決定が行われる見通し。 

●ＢＨ憲法裁判所によるＲＳ憲法草案違憲等

の決定（２７日） 

２７日、ＢＨ憲法裁判所は、下記４件のＢＨ

憲法秩序に関わる決定を下した。ＲＳ憲法草

案、ＲＳ政治団体資金法及びＢＨ下院によるＥ

Ｕ加盟交渉首席交渉官事務所設置及び任命

手続きに関する決定についてはＢＨ憲法と整

合しないと判断し、当初から無効とした。他方、

本年１月のＲＳ首相任命に関する決定（トリシ

ッチ・バビッチＲＳ大統領代行（当時）の指名に

よるミニッチ首相の任命）に関しては、ＲＳ憲法

裁判所の管轄であるとし、受理不能とした。 

（２）エンティティ、特別区 

ア ボスニア・ヘルツェゴビナ連邦（ＢＨ連邦） 

●ウク・サラエボ・カントン政府の総辞職（６日） 

 ６日、サラエボ・カントン議会は、ウク・サラエ

ボ・カントン首相の辞任を承認（賛成２９名、反

対及び棄権なし）し、同政府は総辞職した。た

だし、新首相が指名され、新政権が発足する

までの間、引き続きテクニカル・マンデートを

継続。 

●ミオコビッチＢＨ連邦下院議長が解任（１２

日） 

  １２日、ミオコビッチＢＨ連邦下院議長（ＮＳ）

がクロアチア系議員の発議によりＤＦ、ＳＤＡ、

ＳＢｉＨの賛成を得て解任。本件は、同議長が

ブライブルクで殺害されたクロアチア人は少数

だったとする発言に対するもの。ミオコビッチ

氏は、解任発議は謝罪の後に行われたことか

らも、発言内容によって解任されたようには見

えないと語り、本議会とＢＨ連邦が危機に陥ら

ないよう、できるだけ早急に新たな議長が選

任されることを強く望むと語った。 

イ スルプスカ共和国（ＲＳ） 

●バニャ・ルカ基本裁判所によるＳＮＳＤ党首

の登録削除の拒否（５日） 

 ５日、バニャ・ルカ基本裁判所は、ドディック

氏のＳＮＳＤ党首としての地位を削除する旨の

ＢＨ裁判所裁判官による要請を却下する旨を

最終決定した。 
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●ミニッチＲＳ首相の辞任（１６日） 

 １６日、ミニッチＲＳ首相が辞任を表明し、同

日のＲＳ国民議会で辞任が承認された。同首

相は、今回の辞任に関し、自分の元を訪れた

各国大使たちが現政府の法的正当性に疑問

を抱いていると伝えてきた旨を紹介しつつ、ト

リシッチ・バビッチＲＳ大統領代行（当時）の指

名ではなく、カラン新ＲＳ大統領の下で再指名

されることになることが重要であると述べ、自

分が再指名されることを確認した。その一方で、

同首相は、今回の決定はＲＳ政府の安定のた

めであり、ＢＨ憲法裁判所や外国の大使館の

ためではないと強調した。 

●ミニッチＲＳ政府の再発足（１７日） 

 １７日、ＲＳ国民議会は、カランＲＳ大統領の

指名に基づき、前日に辞任が承認されたミニ

ッチ氏をＲＳ首相に再選出し、ミニッチＲＳ政府

の再発足を承認した（ＲＳ国民議会８３名の内、

４９名が投票、４９名が賛成、反対なし、棄権

なし）。前回の閣僚名簿からの変更はなかっ

た。 

 

２．外政 

（１）多国間、国際・地域機構（ＥＵ加盟プロセ

スを含む） 

●ベチロビッチＢＨ大統領評議会議長のブリュ

ッセル訪問（１６日～１７日） 

 １６日から１７日にかけて、ベチロビッチＢＨ

大統領評議会議長（ボシュニャク）は、ブリュッ

セルを訪問し、コスタ欧州理事会議長（ＥＵ大

統領）、シェケリンスカＮＡＴＯ事務次長、カッラ

スＥＵ上級代表（外務・安全保障問題）、ドラゴ

ーネＮＡＴＯ軍事委員長と会談した。「ベ」議長

は、ＢＨの欧州統合に向けて固くコミットメント

していく旨を述べ、政治、経済及び安全保障

等の広範囲にわたるＥＵによる支援に対し感

謝を伝えた。コスタ欧州理事会議長は、ＥＵが

ＢＨの主権、独立及び多民族性に対し強くコミ

ットメントしていくことを繰り返し強調し、改革プ

ロセス及び西バルカン成長計画の履行に向け

た関係強化の必要性について合意した。 

●ＥＵ理事会による対ＢＨ制裁措置の１年延

長決定（３０日） 

 ３０日、ＥＵ理事会は、ボスニア・ヘルツェゴ

ビナ（ＢＨ）に対する制裁措置（制裁レジーム）

の延長を決定した。これによりＥＵは、ＥＵの主

権、領土一体性、憲法秩序および国際的主体

性を損なう個人または団体に対して、引き続

き対象を絞った制限措置を科す権能を維持し、

国内の安全保障状況に深刻な脅威を与える

者や、デイトン和平合意を損なう者に対しても、

制限措置を科すことが可能となる。本枠組み

に基づく制限措置には、資産凍結、資金提供

の禁止、ならびに自然人に対するＥＵへの渡

航禁止が含まれる。 

（２）二国間関係 

●ＢＨ大統領評議会３メンバーによるローマ教

皇レオ１４世との会談（９日） 

 ９日、ＢＨ大統領評議会３メンバーは、バチカ

ン市国を訪問し、ローマ教皇レオ１４世と会談

した。会談では、昨今のＢＨの政治及び社会

情勢、及びグローバル情勢に関する意見交換

が行われ、法の支配の強化と、相互的な信頼

の醸成を通じた、建設的な政治対話の重要性

が強調された。 

●ベチロビッチ大統領評議会議長とギンケル

米臨代の会談（１８日） 

 １８日、ベチロビッチ大統領評議会議長は、

ギンケル米臨代と会談し、南部相互接続プロ

ジェクト及び国有財産問題について議論した。

同議長は、南部相互接続プロジェクトを戦略

的な優先課題の一つと位置づけ、エネルギー
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安全保障及び供給源の多様化による国家の

レジリエンス強化の重要性を強調。他方で、

同議長は、国有財産問題に関し、ＢＨ憲法裁

判所の判例に遵守する形での、ＢＨ国家の排

他的権限を強調した。同米臨代は、米国はＢ

Ｈの独立、主権及び領土の一体性への支持

を確約し、多民族的性格のＢＨを引き続き支

援していくと述べた。 

●コナコビッチＢＨ外務大臣とグルリッチ＝ラド

マン・クロアチア外務・欧州大臣の会談（１９日） 

 １９日、コナコビッチＢＨ外務大臣は、サラエ

ボを訪問中のグルリッチ＝ラドマン・クロアチ

ア外務・欧州大臣と会談し、両国間の良好か

つ安定的な関係について確認し、ＥＵ加盟に

向けた協力の方向性について議論した。特に、

ＢＨからシェンゲン圏に向けての運送が滞留

している課題につき、適切な解決策を模索す

ることで合意した。 

●ＢＨ大統領評議会議長及びＢＨ外相の米国

訪問（２４日～２７日） 

  ２４日～２７日、ベチロビッチＢＨ大統領評

議会議長（ボシュニャク・メンバー）及びコナコ

ビッチＢＨ外務大臣が、サラエボ・ハガダの紹

介イベントのため米国ワシントンを訪問し、ラ

ンドー米国務副長、米連邦議会議員及び政府

高官等と会談した。演説の中で、ベチロビッチ

ＢＨ大統領評議会議長は、ＢＨは異なる文化

と宗教が出会い、それらの架け橋となる国で

あり、宗教的ナラティブを操作すること、反ユ

ダヤ主義を持ち出すこと、イスラム嫌悪主義

のすべてが、ＢＨという国の本質に反している

と語り、サラエボ・ハガダは、このような厳しい

試練の中を生き抜いてきた多様性のシンボル

であることを強調した。 

●ベチロビッチ大統領評議会議長とエルドア

ン・トルコ大統領との会談（２８日） 

 ２８日、ベチロビッチ大統領評議会議長（ボ

シュニャク）は、イスタンブール・ドルマバフチェ

宮殿を訪問し、エルドアン・トルコ大統領と会

談した。同会談は、ＢＨのＮＡＴＯ加盟の戦略

的価値及び二国間の経済協力について議論

した。また、同議長は、エルドアン大統領に対

し、ＲＳ指導部によるロビー活動の現状を報告

した。一方、同大統領はＢＨの独立、主権、領

土一体性を脅かす者は誰も容認できず、我々

が、二国間の紐帯をさらに強固なものにして

いくと語った。 

（３）日・ＢＨ関係 

●日本・ボスニア・ヘルツェゴビナ 外交関

係樹立３０周年記念コンサート（２７日） 

 ２７日、サラエボ交響楽団と日本人指揮

者の木許裕介氏による日本・ボスニア・ヘ

ルツェゴビナ外交関係樹立 30 周年記念コ

ンサートが当地国立劇場にて開催された。

相木大使は、オープニングにて挨拶を行

い、今次のコンサートが両国の友好関係

を更に深める機会となることを望むと言及

した。コンサートでは、久石譲氏や武満徹

氏などの日本の楽曲が演奏され、観客を

魅了した。 

 

（写真：コンサートの様子） 
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●開智日本橋学園高校生等の相木大使

表敬（２７日） 

２７日、海外研修のためボスニア・ヘル

ツェゴビナを訪問中の開智日本橋学園高

校の生徒および引率教諭計２２名が相木

大使を表敬した。同訪問は令和５年にはじ

まった同校とサラエボ第三高校の相互交

流に基づくもので、令和７年１２月に続き行

われたもの。 

同校の生徒からは、日・ボスニア・ヘル

ツェゴビナ関係発展の可能性や両国文化

の違い等について活発な質問が出され

た。これに対し相木大使より、各国の文化

や社会生活習慣について多角的な視点を

養うため、英語に加え更に多くの外国語を

学ぶことが有意義である等、生徒達を激

励した。 

 

（写真：表敬訪問の様子） 

 

３．経済 

（１）経済指標（出典：ＢＨ統計局） 

●工業生産指数 

２０２６年３月の工業生産指数は、季節調 

整後数値で前月比１．３％マイナス。前年同月

比８．８％プラス。 

●雇用／失業率 

２０２６年３月の失業者登録数は３１万４２８０

人（うち女性１８万６６８１人）で、前月比で０．

４％マイナス、前年同月比で３．１％マイナス。 

●平均給与 

２０２６年３月の平均給与（手取り）は１，６８０

ＫＭで、前月比で名目賃金は２．２％プラス、

実質賃金は０．５％プラス。前年同月比で名目

賃金は９．５％プラス、実質賃金は４．２％プラ

ス。 

●消費者物価指数 

２０２６年３月の消費者物価指数は前月比１．

７％プラス。前年同月比で平均５．１％プラス。

食料品・ノンアルコール飲料の価格は前月比

０．９％のプラス。 

●貿易収支 

２０２６年３月のＢＨからの輸出総額は４２．５４

億ＫＭ（前年同期比０．５％増）、ＢＨへの輸入

総額は７２．５５億ＫＭ（前年同期比０．９％増）。

貿易収支は３１．０１億ＫＭの赤字。 

（２）経済政策・公共事業 

●ＢＨ上院でのガソリン価格高騰対策関連法

改正案の審議不開催（２７日） 

  ２７日、ＢＨ上院は、ガソリン価格高騰対策

として物品税法の改正の審議が予定されてい

たが、ＳＮＳＤ及びＨＤＺ議員が出席せず、定

足数不足で審議は実施されなかった。１７日、

ＢＨ下院が物品税法改正案を採択し、ガソリン

価格に含まれる物品税の徴収を一時的に停

止する措置をとることが規定された。しかし、

ブリッチＢＨ下院議員（ＳＮＳＤ）等は、ポピュリ

ストによる政治的パフォーマンスであると批判。

他方で、マガジノビッチＢＨ下院議員（ＳＤＰ）

等は、ドディック党首率いるＳＮＳＤは、エネル

ギー価格の高騰さえも、政治的な人質として

悪用し、怠慢であるばかりか、意図的に知らな

いふりをしようとしていると強く非難した。 

（３）民間セクター 

●断食の明けの日（ラマダーンの終了）（２０

日） 
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 ２０日、ＢＨのイスラム教徒は、ラマダーン（３

０日間の日没後の断食月）を経て、イード・ア

ルーアドハーを祝った。ＢＨのムスリムコミュニ

ティでは、カバゾビッチ・イスラーム法学者（ウ

ラマー）が、イスラム教徒であろうと、ユダヤ教

徒であろうと、サ－ビア教徒であろうと、キリス

ト教徒であろうと、兄弟姉妹の愛をもって傷つ

いた人々の涙を拭い、神と最後の審判を信じ、

全能なる神の御言葉を心に留めようと呼びか

けた。 

●ＢＨ物流コンソーシアムによる抗議活動（２

３日～） 

 ２３日、ＢＨ物流コンソーシアムは、シェンゲ

ン協定加盟国におけるＢＨ出身の職業運転手

の滞在制限、ひいては就労権の侵害に対し、

抗議活動を実施することを関係機関に通達し

た。この問題は、シェンゲン圏において新たな

出入国管理システム（EES）の導入を進められ

ており、バルカン半島のトラック運転手らは、

観光客と同様に１８０日間で９０日間の滞在制

限を課されており、業務に支障が出ることから

頻繁に抗議活動を実施。今回は、延べ２００台

のトラックが集結し、ＢＨの国境検問所を封鎖

した。同コンソーシアムは、ＢＨ出身の職業運

転手は、必要な書類、免許、許可証をすべて

所持しているにもかかわらず、なぜ９１日目以

降は脅威とみなされるのかと疑問を投げかけ、

国際輸送に対する付加価値税（VAT）の還付、

公平性の確立、手続きの迅速化、国境での待

ち時間の短縮を目的とした１８項目の合意事

項の実施を求めた。セルビアの商工会議所に

よれば、これらの制度的制約により、バルカン

諸国は商品輸出のみで１日あたりおよそ１億

ユーロの損失を被っていると指摘されている。 

 

 


